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第
6
回
畜
産
共
進
会

奮
っ
て
出
品
下
さ
い

9: 
月
20 
日;

牛
、
馬
、
豚
等
・
・
・

主

市
内
畜
躍

の
改
良
、
増
産
及
び
有
高
民
業
の
普
及
を
悶
る
た
め
、
第
六
回
大
村
市

畜
産
共
進
会
を
大
村
市
畜
産
共
進
会
、
並
び
肥
大
村
市
の
共
催
で
、

丸
月
二
十
日

午
前
九
時
か
ら
(
雨
天

の
際
は
順
延
)
犬
村
山
梨
畜
保
健
衛
生
所
で
開
催
す
る
の
で
、

恋
っ
て
出
品
す
る
よ
う
御
知
ら
ぜ
し
ま
す
。

7ざ政子行村大(句刊)昭和 30.{;ド9月 1日

市
長
に
手
紙
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よ
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本
年
六
月
一
日
上
り
十
日
ま
で
第
一
一
四
D

「
市
長
に
手
紙
を
出
す
旬
山
」
を
設
け

か
へ
か
、
そ
ふ
受
付
総
数
件
直二

川
遇
、
内
容
は

ι九
件
に
及
び
、
大
村
山
の
発
展
策

を
取
わ
上
け
が
、も
の
、

身
近
在
問
題
に
対
す
る
意
見
、
要
望
等
殆
ん
ど
也
設
的
な

も
の
が
多
か
っ
た
。

美
山
人
吃
釘
し
て
は
全
部
関
係
課
所
に
お
い
て
も
調
査
、
検

討
の
上
、

返
事
を
#tk
k

け
、
或
い
は
現
地
調
査
を
行
い
直
接
、
問
答
を
行
っ
た
。

を
か

C
d崎
市
杭
移
料
工
事
仙
川山
料
等
に

つ
い
て
は
、
直
ち

に
関
係
方
而
に
連
絡
解

決
を
児
た
三
t
E

村
河
段
に
棋
え
た
い
。

ま
た
撒
水
平
O
運
行
は
飢

に
託
施
中
?
、
そ
の
他
仙

の
薬
殖
に

つ
い
て
も
経
済
課

を
通
じ
て
、
池
田

の
間引
に
一
千
匹
。
幼
魚
を
放
流
し
、
農
家
K
稚
魚
を
分
譲
し
て

い
ろ
状
況
刀

ち
る
。

市
民
各
位
へ
の
お
知
ら
せ
は
、

す
べ
て

「
市
政
だ
よ
り
」

郡
川
の
対
ー
闘
に
万
全

膝
下
初
の
水
尚
一
一
日
予
防
組
合
を
結
成

で
す
。

速
や
か
に
配
付
の
上
、 寓民は水害予防組合結成合場

し
、
と
と
K
M脚
下
初
の
水

害
予
防
組
合
が
結
成
き
れ
一

た

。

一

本
組
合
は
水
防
法
ハ
昭
和
一

二
四
年
八
月
一二
日
施
行
》
一

に
基
き
水
防
と
水
害
予
防
一
昭
和
三
十
一
年
度
に
於
て

に
万
全

を
期
す
る
目
的
で
一
臨
時
山
漁
村
電
気
導
入
促
進

郡
川
沿
岸
の
住
民
約
千
五
一
法
に
基
く
融
資
ハ
一一一年
招

百
戸
を
以
っ
て
組
合
員
と
一置
、
償
還
年
限
二
十
五
年

す
る
大
き
た
閤
休
で
膝
下
一
以
内
、
利
率
年
六
分
、
融

で
も
初
め
て

の
ゲ
l
ス
で
一
資
の
最
高
限
は
発
電
施
設

あ
り
大
河
川
た
る
郡
川
の
一
外
線
、
引
込
線
工
事
費
の

河
川
維
持
、
堤
防
保
全
の
一
う
ち
自
己
負
担
の
八
割
〉

た
め
今
後
該
組
合
の
活
殻
一
を
受
け
て
施
工
計
画
の
わ

た
活
動
は
地
元
市
当
局
は
一
る
向
は
、
左
記
事
項
に
つ

勿
論
、
牒
当
局
と
し
て
も
一
き
九
月
十
日
迄
に
市
経
済

大
き
く
期
待
し
て
い
る
処
一

課
へ
御
申
出
下
さ
い。

で
あ
る

。

一

θ
部
落
名
。
事
業
主
休

ハ
市
民
課
泊
防
係
ゾ
-
ハ
必
や
農
協
或
は
漁
協

〉

一

円

一
咋

'

一

の
之
と
)
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延

長

工

高
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一

或
は
自
家
強
電
の
別

ゅ

f

一

点
灯
予
定
戸
数
@
勤

力

船

一

利
用
予
定
戸
数
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工
事

例

一

費
概
算
(
不
明
。
も
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口

一

陀
つ
い
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要
)
β
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一

融
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助
希

一

望
一
徹
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経
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J
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一

糸
姫
ヤ
募
集

9
月
刊
日
ま
で

お

補

導

生

も

同

時

に

一

内

大
村
公
共
醜
業
安
定
所
で

一
O
補
導
科
目
;
・
事
務
一
一

は
紡
績
女
子
従
業
員
及
び

一
O
補
導
期
間
:
・六
カ

月

五

。

補
導
生
を
募
集
し
て
い
る

一
O
術
事
費
:
・
無

料

お

酬

の
で
、
希
望
者
ほ
至
急
安

一
O
締
切
・:
九
月
十

五

日

お

'

'

-

d

定
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ぃ
。
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績
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一
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ν
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十
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経
験

者

一
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/
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3
.
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一
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岡
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収
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村
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崎
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0
0
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経
験
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目

一
大
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腕
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給
二
五

O
問
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O
赴
任
肢
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給

す
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一
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O
締
切
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九
月
ヤ
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補
導
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O
M別
立
長
崎
成
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佐
世
保

各
公
共
職
業
補
導
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琳
制
関

電
気
導
入
に
融
資

9
n
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架
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替
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大村市の人口 (7月31日現在，自衛隊陣内属住者を除 <) 

域

大村 3.314 1 7.508 I 8.30ぅ 15.813

凶大村 4.221 1 9.376 I 9.807 I 19.183 

竹松1.534 I 3.53J. I 3.746 I 7.277 
松原 613 I 1.653 I 1. 753 I 3.407 
問責 517 I 1.615 I 1.682 I 3.297 
ま湘 589 I 1.664 I 1. 707 I 3.371 
鈴悶 514 I 1.499 I 1.6∞ 3，099 

三浦 3J8 I 892 I 1.019 I 1.911 

側駐

前月 末

増減

8
月
初
日
か
ら
約

一
カ
月
間

八
月
二
十
九
日
か
ら
約

一

カ
月
間
、

大
村
民
協
前
か

ら
棚
田
馬
場
小
山
り
ま
で
道

路
而

へ
市
内
電
話
線

の
危

桂
を
建
設
し
ケ
ー
ブ
ル
を

架
渉
す
る
こ
さ
?
と
在
り
、

右
区
間
旧
線
路
ハ
民
有
地

遇
過
〉
の
電
柱
及
び
支
線

ケ
ー
ブ
ル
の
撤
去
を
行
う

こ
と
'
と
な

っ
た
の
で
関
係

者
へ
周
知
方
を
長
崎
電
気

通
信
佑
枇
保
駐
在
所
長
か

ら
市
へ
依
親
が
あ
っ
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

在
お
、
工
事
施
行
中
に

お
け
る
農
作
物
の
踏
荒

L
K
つ
い
て
は
深
甚
の

注
意
を
抑
い
、
叉
止
む

を
得
十
損
害
を
興
え
た

場
合
は
現
金
で
補
償
す

る
旨
、
附
記
し
て
あ
り

ま
す
。

ハ
市
民
課
)

よ
く
お
讃
み
下
さ
い
。

市廓民税第?期分の納期はスレ{

院

9月15日から 9月30日 まで

お忘れ在〈、納めて下さい。

令書・まお手許K怠っています。

完納で明るく伸びる大村市

57.357 

57.486 

ム129

29.619 

29.白 5

ム46

27.738 

27.821 

.6.83 ム
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υ〉

佳

話

一
心
願
の
~由

会
で
参
道
制
川
一

昭和30年 9月1日

る
一

ー
七
十
翁

以
一

辻
菊
次
郎
さ
ん
に
領
徳
川
叶

主氷
-

本
経
寺
の
布
教
所
と
な

っ
て
い

る
日
蓮
宗
岳
木
場
敬
会
は
、
古
く
か
ら

U
U

清

E
公
様
と
し
亡
大
村
市
一

円
吐
勿
型
地
く
束
彼
方
面
か
り
の
信
仰
を
集

い

め

て

い

る
が
、若

パ
時
の
心
願
の
御
息
報
じ
を
忘
れ
が
、
日
稼
や
内
職
な
き

日

苦

し
い
生
活
の
中
か
ら
貯
え
た
一
一
.
千
円
近
く
の
大
金
ハ
現
在
の
貨
幣
償
他

消

で

ほ

約

九

十

万

円

〉
を
投
じ
、
七
十

一
才
と
い
う
老
い

刀
身
に
鞭
打
っ
て
諏

訪
郷
率
の
乎
か
ら
岳
木
場
の
か
堂
ま
で
約
一
キ
ロ
宇
の
参
道
と
石
段
の
鏑
張
改
修

を
行
っ
た
竹
松
鰐
前
辻
菊
攻
郎
さ
ん
〈
八

六
》
の
篤
行
に
感
激
し
た
清
正
公
世
話

人

一
同
が
、
最
近
企
境
内
に
せ
菊
次
郎
翁
成
徳
砕
を
建
立
し
、

翁
nυ
功
積
を
永
久

一う
も
に
し
な
け
れ
ば
さ
加

に
讃
え
る
之
さ
三
な
り
、
去
る
八
月
十

一
日
、
大
村
市
長
始
め
関
係
者
参
列

の
下
一
っ
て
、
七
十

一
才
り
時
陀

に
強
大
在
除
幕
式
を
行
っ
た。

一
の
た
め
に
働
け

る
主
う

に一
当
時
人
力
車
の
車
夫
を
し

賞
時
の
金
で
三
千

同

一

誌

は

沖

立

一一恥
古
川
刊
日
リ
詩
吟
吋

感

激

の

辻

さ

ん

語

る

一

し

ま

し

た

ら

一
週
間
位
で

一し
た
。

一
全
治
し
ま
し
た。

そ
ご
で
一

特

K
苦
努
し
た
よ
う
在

奇
篤
友
人
、
辻
菊
攻
郎
一

参
遺
作
り
そ
思
い

つ
い
一
私
は
、
之
の
御
恩
返
し
を
一
事
も
あ
め
ま
せ
ん
が
土
地

ぎ
ん
後
明
治
元
年
生
れ
D
一た
動
機
で
す
か
、
・
:
そ
れ
一
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り

一
の
買
牧
広

三、

四
回
受
沙

本
年
満
八
千
六
才
で
、
老
一
片
品
私
が
十
六
か
ら
十
七
才
一

ま
し
た
。
仲
々
機
会
を
得

一し
た
程
度
で
、
仕
山
引
は
私

い
て
な
お
元
気
で
竹
松
騨
一頃
ま
で

一
年
半
ば
か
り

9
一在
-Y
っ
た
の
で
す

が
今
の一

の
外
に
人
夫
を
毎
日
二
一、

前
に
蝕
生
を
逸
っ
て
い
る

一
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公
様
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道
建
設
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か
で

き

ん
な
治一

附

謙

一

蹴

領

事

透

欣

が

必

要

に
つ
い
て
戎
の

k
う
に
諾
療
を
し

て
も
治
ら
泣
い
、一

l
l

っ
た
:
:
:

工

こ
ろ
が
或
る
人
か
ら
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一

人

月

一

日

か

ら

実

施

私
が
参
道
作
り
を
始
め
た
清
正
公
犠
に
お
こ
も
り
し
一
時
岡
向
け
輪
出
陀
対
す
る
一
っ
た
の

で
閥
係
者
は
御
注

の
が
丁
度
昭
和
十
二
年

の
一た
ら
:
:
:
o
主
い
う
話
を
一
領
事
選
紙
、
及
び
原
産
地
一
意
下
さ
い
。

一一
一月
十
三
日
で
翌
年
の
コ
一
聞
い
た
の
で
、

早
速
二
十
一
誰
明
後
給
申
請
に
つ
い

て
一
右
の
詳
細
な
手
続
K
つ

月
頃
ま
で
凡
そ
一
年
が
か

一
一
日
間
お
三
も
り
を
し
て

一去
る
七
月
二
十
六
日
付
大
一
い
て
は
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接
在
方
は
市
役

り
で
終
わ
ま
し
た
。
七
十

7
国
を
護
る
た
め
に
生
れ

一韓
民
関
駐
日
代
表
部
上
り
一
所
経
済
謀
商
工
水
産
係
に

一
才
の
時
だ
っ
た
と
思
い

一
て
来
た
の
に
、
三
の
体
?
一服
商
工
部
を
遁
じ
、
光
記
一
お
尋
ね
下
さ
い
。

ま
す
。

一は
申
し
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無
い
、
お
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モ
デ

ル
衛
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市
の
建
設
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最近。辻菊次郎さ ん……中は

清正公ο石段 と参道 ・下は境内の担徳碑

山
人
届
い
男
は
一
凶
、
女

け
八
十
伐
の
賃
金
を
出
し

た
の
で
す
が
、
こ
の
外
に

趣
旨
に

賛
成
し
て
多
い
時

は
十
人
位
の
人
か
ら
奉
仕

に
来
て
貰
っ
て
嬉
し
か
っ

た
も
の
で
す
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縄
費
は

正
抑制で
一二
千
円

位
か
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り
ま
し
た
が
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ヱ

の
中
、
間
百
八
十
五
人
の

人
か
ら
四
百

一
関
九
十
五竹

松

農

業

委

員

会

t二、年
同
月
日

一

一一二

雑
誌
五
班
菓
子
一

一
袋
(
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タ
パ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

農

業

生
選
の

向

上

を

計

る

た

め

農
湛
の
除
草
又
は
補
修
を
九
月
十
日
ま
て

実
施
方
御
協
力
を
闘
い
ま
す

な
U
U

道
路
側
。
肥
溜
は
危
険
で
す
か
ら
、
完
全
な
韮

を
な
し
滋
路
上
の
耕
作
ほ
止
め
て
下
さ
い
。

昭
和
三
十
年
九
月
一
日

富

ο
原

草

薙

耕
作
者
の
皆
さ
ん
へ

……今夜r.t柴しい盆踊り
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